
スマートシティモデル事業成果報告会

ＩＣＴを活用した健幸なまちづくり（糖尿病予防）事業

豊橋市
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豊橋市民 40～74歳の10人に7.6人が、糖尿病（予備軍含む）
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国保データベース（KDB）システムより
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令和元年国民健康・栄養調査報告より

ここで予防

発症を抑える

ここで予防

豊橋市は、働き世代の予防 を目的に健康経営を推進！

発症を抑える
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商工会議所・協会けんぽと連携した市独自の健康経営認定制度

■とよはし健康宣言事業所認定制度（Ｒ1年～）

①企業向け支援メニューの提供

②インセンティブを用意

・入札の加点
・表彰制度
・就活生への企業ＰＲ など
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認定企業は、約１５０社（毎年度更新制）
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ヘルスケア関連企業と連携しながら、
従業員の健康づくりに役立つ講座・イベント・サービスを提供
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しかし課題はあり、ＩＣＴをつかって解決できないか？

①業務との兼ね合い

従業員を一斉に集めた集合型の取組を実施することは、業務の都合上、
難しいことが多い。

スマホ１つで、個人のペースで取り組めるサービスを提供できないか？

②健康経営に関するリテラシー・リソース不足

経営判断において、健康経営の優先度は高いとは言えない。
金銭的・人的余裕不足というケースもある。

最新のヘルスケアサービスを、市の支援メニューに実装していくことで、
市内企業が取り組みやすくなる？
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ICTを活用した糖尿病予防サービスの
社会実装（健康経営）への実証

セミナー
＆
動画

血糖値
モニタ
リング

カウンセ
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野菜摂取量
チェック
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豊橋市内企業

ICTを活用した
糖尿病予防サービス

を提供

・モニター参加
・意見や感想

事業概要

１）従業員向けに
ICTを活用した糖尿病予防プログラムを提供

■参加者 8社（8業種） 58名
■期 間 令和４年11月から令和５年２月
■内 容
・血糖値モニタリングデバイス＆アプリ
・オンラインセミナー＆動画
・オンラインカウンセリング

２）ICTを活用した店舗における野菜摂取啓発

■店 舗 市内スーパー５店舗
■期 間 令和４年11月から12月
■内 容
・センサーに手のひらを当てるだけで、野菜や果物に含まれる
「カロテノイド」の量を測定し、野菜摂取量を推定する機器を
野菜売り場へ設置（約10,000回（人）分を測定）

・野菜が摂れるレシピ紹介

ICTを活用した糖尿病予防サービスの
社会実装（健康経営）への実証
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名称 所在地 役割

豊橋市（健康政策課、政策企画課） 豊橋市 ・事業企画/運営管理

SOMPOひまわり生命保険株式会社
中部統括部 中部マーケット開発支社

名古屋市
・血糖値モニタリング
・会計担当者

タウンドクター株式会社 東京都
・カウンセリング
・行動変容セミナー 等

カゴメ株式会社 名古屋市 ・野菜摂取量推定機器

株式会社八神製作所 名古屋市
・運動習慣セミナー
・正しい歩き方動画

コンソーシアムメンバー
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血糖値
モニタリング

１ ２

３ ４

血糖測定器とアプリを提供 腕につけた測定器に
スマホをかざすと測定開始

・すぐに数値が分かる
・数値に応じたアドバイスが届く

数値とアドバイスで
行動変容を導く
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血糖値
モニタリング

モニタリングのイメージ

mg/dL
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血糖値
モニタリング

食事による血糖値への影響を実感

初めての体験で、食事が即座に血糖値に
直結することを知れた

食べるものや順番などで如実に数値に現れ
面白くもあり、恐怖でもあった

食事のとりかたをいろいろ試すことができ
楽しかったです
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血糖値
モニタリング

血糖値を自らモニタリングできることで、
行動が変わり、複数の数値が向上。

14



セミナー
＆
動画

行動変容をテーマとしたセミナー ２回
正しい歩き方動画の配信 ３回

豊橋市YouTubeで公開中！
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セミナー
＆
動画

ヘルスリテラシー向上に寄与

意識を変えて健康に努めることが
大切なんだなと感じました

運動習慣の必要性を今まで以上に自覚できた

普段あまり腕を振って歩くことはないので
やってみたら肩もほぐれて気持ちよかった
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カウンセ
リング

スマホで管理栄養士カウンセリング
心理評価×食事評価がポイント！
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カウンセ
リング

オンラインでも信頼関係は築ける

自分で調べるより、相談することで説得力
もあり、生活習慣改善の参考になった

好き嫌いが多い自分にすごく親身になって
食事の工夫を提案していただけた

カウンセリング日が近づくと、話題づくりの
ために、特に意識して取り組んだ
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カウンセ
リング

実証結果

＜心理面の向上＞

参加者の80％が、
行動変容がみられる状態に。

＜身体面の向上＞

参加者の43%が、
健康状態の改善を実感した。
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野菜摂取量
チェック

野菜摂取量がその場で分かる機器
「ベジチェック®」を市内スーパーへ設置
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野菜摂取量
チェック

２か月間で10,121回のデータを取得！
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野菜摂取量
チェック

７5％が、野菜摂取量が足りていない！

不足
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■参加者自身のデータ取得・提示によるアプローチは、
健康づくりが本当の意味での「自分事」となり、行動変容を導くことができた。

■スマホ越しであっても参加者との信頼関係は築くことができ、行動変容を導くこと
ができた。

事業成果

最新のヘルスケアサービスを、市の支援メニューに実装していくことで、
市内企業が取り組みやすくなる？

スマホ１つで、個人のペースで取り組めるサービスを提供できないか？

■今回、複数の業種の従業員が参加したが、各サービスのいずれも職場環境により
実施ができなかったという声はなく、市の支援メニューに実装可能と考えられる。
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改善点①各サービスについて

センサー装着・アプリ連携にストレス…

・センサーを身体につけることの抵抗感
・58名中、２名がセンサー装着失敗
・58名中、１名が途中でセンサーが外れる
・10名がアプリ連携ができなかった

■事前説明をしっかり行う

機器・アプリの仕様を理解し、正常に取り扱えば、
行動変容に導けるサービス。

事前の説明が最重要ポイント！

改善策
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改善点①各サービスについて

視聴数が伸びなかった…

セミナー２回
リアルタイム：63アカウント、オンデマンド：38回

動画配信３回
再生回数：60回

■ほしいときに、ほしい内容を提供する。

セミナーは約40分、動画は6分と短くはあったが、
視聴しない理由として「時間がなかった」が最多。

企業対抗ウォーキングイベント開催時などニーズが高まった
ときに、ニーズのある動画を提供する。

改善策
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改善点①各サービスについて

他サービスとの連携にストレス…

血糖値モニタリングのデータについて、
管理栄養士がカウンセリングの際に聞き出すかたちをとった。
一部参加者からは「情報共有していないの？」とストレス

■事前説明をしっかり行う

個人情報の観点やリアルタイムの情報共有にハードルにあり、
今回は情報共有を控えた。
しかし、
事前の説明をしっかりすることで防げることでもある。

改善策
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改善点①各サービスについて

野菜を販促する取組が足りなかった…

野菜摂取量測定機器を設置による野菜の売り上げ変化を
分析したが、明確に影響が現れなかった。

■野菜を販促する取組を充実させる

同じ機器を使い、野菜の売り上げを大きくあげた過去の
事例では、メニュー提案や商品陳列を行っていた。
今回は、メニュー提案チラシのみであったため、
スーパーと連携を強め、商品（野菜）を手に取る仕掛けを！

改善策
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改善点②コンソーシアム形式について

改善策

連絡方法により、参加者にストレス

コンソーシアムメンバー企業が、それぞれサービスを提供。
複数の連絡先から参加者にサービスの案内が届き、ストレスに。

■連絡元を最小限にする

例）
参加者に一番近い、伴走支援を行った管理栄養士に
全てのサービス案内をしてもらう
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事業推進のポイント①

■ヘルスケア分野のプロジェクト連携「健幸なまちづくりパートナーシップ」

■民間企業とのマッチングサイトに登録

■中部経済産業局主催「ガバメントピッチin中部」登壇

■愛知県スタートアップ支援拠点「PRE-STATION Ai」に参画

主な取組

①官民共創の土台があることで、コンソーシアムが実現

スマートシティの創出には、民間サービスの導入が必要不可欠。
本市は、企業と出会い、事業を共に創り上げる環境をつくっている。

今回のコンソーシアムメンバー企業も以下の取組で出会いました。
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事業推進のポイント②

■ 153社のネットワークにより、参加企業を募ることができる。

■その後の社会実装では、
市のサービスに導入される可能性のほか、
民間企業と直接サービス契約につながる可能性もあり、
サービス提供企業としては嬉しい。

メリット

②実証フィールドをもち、社会実装の実現性を高める

「とよはし健康宣言事業所」は、現在153社を認定。

今回のような健康経営支援サービスに興味のある見込み企業をフィールドに、
実証実験ができる。
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今後の展開

ＩＣＴサービスを広く利用できるようにする

令和５年以降、「とよはし健康宣言事業所」の支援メニューに、
今回のＩＣＴを活用したサービスを随時追加。

▶ 広く、市内事業所が利用できる環境となります！

「糖尿病が多いまち」から「糖尿病予防の先進都市」へ

デジタル田園都市国家構想交付金や企業版ふるさと納税などを活用し、
本事業を拡大。

▶ 様々な企業と連携を図り、糖尿病予防の先進都市を目指します！
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他市町村の皆様へ

■ 県内の市町村であれば、企業の業種も似ており、課題も同じ。
横展開がスムーズ！

互いに情報やノウハウの共有をしませんか？

■ 多くの豊橋市民が近隣市町村に働きに出ていますし、
多くの近隣市町村から豊橋市に働きに来ていただいています。

連携することで、互いの市民の健康増進に相乗効果が発揮できるはず！

健康経営を豊橋市と連携しませんか？
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